
　　　　

令和７ 年 1 月 15 日

学校休業日
平日

　
10
14

時
　
30
00

分から
　
16
17

時
　
30
00

分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

事業所名 ほわいと 支援プログラム（参考様式） 作成日

法人（事業所）理念
「ほわいと」の白とは光のシンボル、そして無限の可能性を秘めもつ色です。子供たちの可能性を最大限に引き出すための場所、子供たち一人ひとり、それぞれの色に成長するお手伝いをさせ
て頂きます。ひとつひとつを大切に、笑顔溢れるあたたかい事業所を築いていきます。

支援方針

・子供の発達状況に応じた支援を行いながら、身辺自立、生活スキル、社会性スキルの習得を目指す。
・遊びながら学べる多彩なプログラムの中で、楽しめることや好きなことを見つけ、一人ひとりの能力を伸ばす支援。
・発達段階に合わせた個別活動やグループ活動、特性にあわせた活動別での支援。
・集団活動とグループ活動では、お友達やスタッフと一緒に参加する楽しさ、お友達との関わり方やルールとマナーを学べる支援。
・ひとりひとりの子供の気持ちを十分に受け入れ、安心・安全に過ごせる第三の場所として、「ただいま」と笑顔で帰って来れるような居心地の良い場所の提供。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

・健康で安全な生活を過ごせるよう生活のリズムや生活習慣の形成（健康観察、生活の安定、睡眠、体温測定、手洗いうがい）
・1日の流れ等、視覚支援を用いるなど、わかりやすい方法で伝え不安を解消（視覚的構造化・ルーティン化）
・身の回りを清潔にし、衣類の着脱、排泄等の生活に必要な基本的生活スキルの獲得（着替え、身だしなみ、ライフスキルトレーニング）

・日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持や、運動機能の観察・向上（平均台、公園遊び・縄跳び・バランスボール・鬼ごっこ・トランポリン・バランスボード等）
・散歩や外活動を通して、日常生活に必要な移動能力を向上
・一人ひとりの感覚に合わせた対応（リズム遊び、ボールプール等の感覚遊び、クールダウン場所、ICT機器の活用）

・周りの環境を把握し、的確な判断や行動につなげることができる支援（予定の構造化、音楽遊び、実験遊び）
・認知解釈しやすいように環境を整え、ストレスなく過ごせる支援（おやつ時、集団行動時、個別活動時、物理的構造化）
・こだわりやコミュニケーションの困難さへの対応（ソーシャルスキルトレーニング、ライフスキルトレーニング）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
危険認知の向上や安全知識の習得 (安全カード、カルタ、映像、絵カード)

・自己理解、他者理解と共感性、他者との気持ちの共有の支援（挨拶、言葉遊び、劇遊び、SST）
・コミュニケーション手段の選択と活用（ICT機器、ジェスチャーゲーム、絵カード、あいうえお表、文字盤等）
・読み書きスキルの習得、学習支援

・基本的な信頼関係を持つことができるように寄り添い、安心できる場の提供（相談、クールダウンの場所）
・集団活動を通して、ルールや順番を守ること、お友達と折り合いをつけ協調した関わりができる支援（室内レクレーション等、公園遊び等）
・他者からの働き掛けや場に応じた適切な行動支援（ソーシャルスキルトレーニング）

主な行事等
・季節行事 ： 1月 初詣　2月 節分・バレンタインデー　3月 ひな祭り・ホワイトデー　4月 花見　5月 こどもの日　7月 七夕　8月 夏祭り・防災センター　9月 お月見
　　　　　　　10月 ハロウィンパーティ　12月 クリスマス会
・お誕生日会 ・おやつ作り　・調理レク ・外出活動 ・避難訓練　・地域児童館での交流

家族支援

・保護者面談(事業所内・家庭訪問)
・関係機関との連携
・保護者会

移行支援
・地域の行事等への積極的な参加
・放課後児童クラブとの連携

地域支援・地域連携
・関係機関による支援会議・学校や関係機関との情報交換
・イベントによる地域施設の方や地域住民の方の積極的な参加

職員の質の向上 定期的な研修・外部研修・資格取得支援制度・外部講師による研修


